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Ｑ１　パーソナルトレーナーとなるま
でのいきさつをお話しください。
松本　私は高校時代にハンマー投げで
インターハイに出場しましたが、無理
なトレーニングにより腰椎椎間板ヘル
ニアになりました。当時のトレーニン
グは、トレーニングの形が似ていると
いうだけで、どこの筋肉が使われてい
るかとか、動くときの注意点などわか
らないままひたすら重たいものを持ち
上げる、という内容でした。「もう少
し私に知識があったならこのような状
態にはならなかった。自分のような
選手を作りたくない」という想いでス
ポーツの専門学校に入学し、トレー
ナーを目指し始めました。
　専門学校卒業前に腰椎椎間板ヘルニ
アが再発、疼痛性の側弯、激しい痛み、
足へのしびれが出ました。整形外科的

な治療をいろいろ行ないましたが痛み
は治まらず、入院してベッドでの生活
を強いられました。それでも「絶対に
治してもう一度トレーニングをし、最
高のパフォーマンスを出してみたい」
という気持ちは消えず、レーザーで椎
間板を焼く手術を受けました。しかし
それでも、痛みは軽減したものの、取
りきることはできませんでした。
　このように長期間苦しめられた痛み
ですが、後に自分の師匠となる柔道整
復師の先生と出会い、丁寧に治療いた
だいたおかげでなくなりました。痛み
がなくなったことに感動し、私も治療
家を志すようになりました。一方で、
痛みのない身体と動きを追求するため
に、空手を始めました。適切な治療と
トレーニングの必要性を身をもって体
験し、このことが治療とトレーニング
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二　NSCA-CPT＊D、認定検定員、

　柔道整復師

・ボディーバランスプロデューサー
・まつもと鍼灸整骨院
【座右の銘】　思考は現実化する、　継続は力なり

■No. 005
治療とパーソナルトレーニングを融合さ
せ、ベストな指導を目指す

競争の厳しいパーソナルトレーニング業界で、指導者として活躍す
るためには、どのようなことが大切なのか。実際に第一線で指導さ
れている方々の言葉から探っていく。そこから少なからず共通する
ものが見えてくるはずである。

を融合させるという私のポリシーの基
礎となり、かつ、NSCAが掲げる『傷
害予防とパフォーマンスの向上』と結
びついたのです。科学的根拠を持った
上でしっかりとしたトレーニングをし
たいということでNSCA-CPTの資格
を取得し、自分の考えるボディーバラ
ンスに整えることで、より良いトレー
ニングをクライアントに提供できると
思い、パーソナルトレーナーを目指し
ました。

Ｑ２　目指し始めてどのような活動を
されましたか？
松本　私にはK－ 1 選手のパーソナル
トレーナーになりたいという思いがあ
りました。そこでまず、正道会館に入
門しました。空手の実力を上げていき、
その間に治療とトレーニングを求めら
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れたときに適応できるように準備して
いきました。数年後、黒帯になりプロ
選手の方々とも人間関係ができ、治療
をしていることは知ってもらってはい
ましたが自分からは勧めることをしま
せんでした。本当に必要とされたとき
に、しっかり結果を出せば良いと信じ
て自身の鍛錬に集中しました。
　その後、引退していたK－ 1 選手が
総合格闘技の選手として復帰するとき
の身体づくりと治療を、パーソナルト
レーニングという形で依頼いただき
ました。K－ 1 選手を見るにあたって、
実績のない自分が見せられるものは元
気と技術しかありませんでした。です
から、選手のトレーニングを同じよ
うに行ない、選手と共に汗を流しまし
た。格闘技は高強度の動きが連続する
スポーツですから、トレーニングでも
もちろん運動強度を高く設定します。
一緒に取り組んでいると弱音を吐きそ
うにもなりましたが、信頼を得られる
までは絶対に負けないようにと選手と
一緒になって努力しました。今思え
ば、このことにより熱意や技術、知識
などが選手にしっかり伝わったと思い
ます。おかげでその後はパーソナルト
レーニングと治療をする選手が増えて
いきました。

Ｑ３　現在はどちらを拠点として指導
されていますか？ また、指導で大切
にしていることは何ですか？
松本　毎日、整骨院としての業務があ
りますので、朝から夜まで柔整師とし
て治療をしています。整骨院業務外の
時間で、パーソナルトレーニングを行
ないます。選手のジムに行って指導を
行なったり、整骨院の中で昼休みの時
間に一般の方にパーソナルトレーニン
グ指導を行なったりもします。
　指導で大切にしていることは、治療

家として身体のバランスを細かく診て
筋肉の状態を知り、予測される代償動
作やけがのリスクを少なくすることで
す。例えば「骨盤の角度が作れないこ
とで胸椎での代償が起きる」など、ど
の筋肉、関節が原因で問題が起きてい
るかなどを予測し、今のフォームや
動きがその選手の身体に合っているか
どうかの特定を行ないます。重心の崩
れや過剰な筋の緊張がみられた場合、
これらを取り除くことでより良いパ
フォーマンスを導き出します。その結
果、効率的な練習を行なうことができ
るようになります。

Ｑ４　ご自身が感じている課題や今後
の目標などについてお話しください。
松本　個人的な課題は、基本、整骨院
勤務なのでトレーニング時間がほかの
パーソナルトレーナーの方よりも短い
ため、業務外の時間でどれだけ自分の
トレーニングを行なえるかだと思って
います。治療家としてもトレーナーと
しても対等でありたいと思っています
ので、トレーナーとして常にパフォー
マンスを発揮できる立場でないといけ
ないと思います。パーソナルトレー

ナーとしては知識や技術もまだまだ
勉強不足なので少しでも多くのこと
を学びたいと思っています。ですか
ら、アメリカや日本の違い、一流の指
導者の考え方を肌で触れたいという思
いでNSCAジャパンの海外研修（米国
NSCA本部、コロラド州）にも参加し
ました。
　今後の目標としては、自分自身パー
ソナルトレーナーとしてよりよいパ
フォーマンスを出していくためにも治
療とトレーニングの融合の必要性を感
じます。トレーナー、クライアント、
各分野の専門家とのコミュニケーショ
ンをしっかり図り、みんなで力を合わ
せて知識や技術を融合することで、ク
ライアントの求めているものをベスト
な形で提供できると思います。クライ
アントにとって最高の環境を作ってい
くことがパーソナルトレーナーの結果
を出していくことにつながると思いま
す。
　少しでも多くの方に治療家として、
パーソナルトレーナーとして知ってい
ただき、よりよいもの（治療やバラン
ス）を提供できるようにお手伝いがで
きたら幸いだと考えています。◆

選手と共に厳しいトレーニングを行なう
ことで心を分かち合い、信頼を築いてい
きます。


